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テープカットする清水町長
写真左が近平奈緒子選手　

平
成
26
年
度
消
防
団
本
部
役
員
を
紹
介
し
ま
す

■
消
防
本
部
か
ら

体
育
館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

■
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

改修後の体育館アリーナ。フロアには
研磨やウレタン塗装を実施し、照明は
無電極ランプに取り換えました。

　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
平
成
26

年
度
愛
南
町
消
防
団
退
団
式
並
び
に

辞
令
交
付
式
」
が
行
わ
れ
、
退
団
者

の
前
副
団
長
兼
内
海
方
面
隊
長
の
島

本
善よ

し

行ゆ
き

さ
ん
と
前
一
本
松
方
面
隊
第

１
分
団
長
の
田
中
秀ひ

で

典の
り

さ
ん
に
感
謝

状
を
贈
り
、
新
任
幹
部
に
は
辞
令
を

交
付
し
ま
し
た
。

　
一
堂
に
会
し
た
町
消
防
団
本
部
役

員
に
対
し
、
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町
長
が
「
今

ま
で
以
上
に
自
主
防
災
組
織
の
方
々

と
連
携
し
た
避
難
訓
練
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
要
請

し
た
ほ
か
、
鷹
野
正ま

さ

志し

団
長
が
幹
部

　
平
成
26
年
３
月
に
改
修
工

事
が
完
了
し
た
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ

海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
、
菅
原
悟さ

と

志し

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
専
務
理
事
や
本
町
出

身
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
の
国

内
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
に
所
属
す
る
シ
ャ

ン
ソ
ン
Ｖ
マ
ジ
ッ
ク
の
近
平
奈な

緒お

子こ

選
手
な
ど
に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
記
念
式
典
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
改
修
工
事
は
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
か
ら

２
，
１
４
０
万
円
の
助
成
を
受
け
て

行
わ
れ
、
屋
根
、
外
壁
塗
装
や
照
明

設
備
改
修
な
ど
の
ほ
か
、
町
身
体
障

町
　
か
　
ら
　
の
　
お
　
知
　
ら
　
せ

団
員
に
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

平成26年度愛南町消防団本部役員

職　名 氏　名

団長 鷹野　正
まさ

志
し

副団長   竹場　　 央
ひろし

　〃 松岡　増
ます

幸
ゆき

内海方面隊長 高川　一
かず

幸
ゆき

内海副方面隊長 島内登
と

世
よ

樹
き

御荘方面隊長 小松　一
かず

好
よし

御荘副方面隊長 坂本　譲
じょうじ

司

城辺方面隊長 水本　幹
みき

雄
お

城辺副方面隊長 木村　俊
しゅんすけ

介

一本松方面隊長 保田　和
かず

文
ふみ

一本松副方面隊長   岡 　　 正
ただし

西海方面隊長 菅原千
ち

代
よ

郎
ろう

西海副方面隊長 福山　弘
ひろ

道
みち  4/

   13

害
者
協
議
会
の
要
望
に
よ
り
更
衣
室

出
入
口
の
段
差
解
消
や
ト
イ
レ
改
修

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

 4/
   26

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
の
改
修
工
事
が
完
了

し
、
よ
り
快
適
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
と

し
て
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

　

　
御
荘
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
℡
７
２
―

１
１
１
７
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旧一本松　　
給食センター

「
町
有
施
設
」
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す

■
財
産
管
理
課
か
ら

え
ひ
め
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
保
健
福
祉
課
か
ら

ハ
ン
セ
ン
病
の
正
し
い
理
解
の
た
め
に

■
人
権
啓
発
室
か
ら

納骨堂では、清水町長が亡くなられた入所者の方々に慰霊
の意を込めて献花しました。

城辺中学校の生徒が唱歌「ふるさと」などを演奏し、施設
入所者の皆さんと交流を深めました。

　
愛
南
町
で
は
、
用
途
廃
止
し
た
町

有
施
設
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
申
込
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　

　
６
月
５
日（
木
）〜
20
日（
金
）

施
設
概
要（
い
ず
れ
も
建
物
で
す
。）

【
旧
内
海
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　（
柏
７
１
７
番
地
）

・
構
造
　
鉄
骨
造
平
屋
建

・
建
築
年
　
平
成
８
年

・
建
物
面
積
　
３
０
２
･
０
０
㎡

【
旧
城
辺
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　（
緑
乙
２
４
４
番
地
１
）

・
構
造
　
鉄
骨
造
平
屋
建

・
建
築
年
　
昭
和
54
年

・
建
物
面
積
　
６
８
４
･
８
６
㎡

【
旧
一
本
松
給
食
セ
ン
タ
ー
】

　（
一
本
松
５
１
２
１
番
地
１
）

・
構
造
　
鉄
骨
造
平
屋
建

・
建
築
年
　
昭
和
55
年

・
建
物
面
積
　
３
６
８
･
０
０
㎡

問
合
せ

　
財
産
管
理
課 

℡
７
２
―

７
３
１
０

　
障
害
の
あ
る
方
の
職
業
能
力
の
開

発
等
を
促
進
し
、
障
害
者
に
対
す
る

社
会
の
理
解
と
認
識
を
深
め
、
雇
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
愛

媛
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン

タ
ー
主
催
に
よ
り
「
第
12
回
え
ひ
め

ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
障
害
者
技
能
競

技
大
会
）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
日
　
７
月
19
日（
土
）

場
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
愛
媛

募
集
期
間
　
〜
６
月
20
日（
金
）

競
技
種
目
　
ワ
ー
プ
ロ
、
箱
折
制
作

な
ど（
参
加
経
費
は
無
料
で
す
。）

※
そ
の
他
種
目
、
参
加
資
格
等
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課 

℡
７
２
―

１
２
１
２

　
愛
媛
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援
セ

ン
タ
ー

　
℡
０
８
９
―

９
８
６
―

３
２
０
１

　
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理

解
し
よ
う
と
、
清
水
雅ま

さ

文ふ
み

町

長
を
は
じ
め
御
荘
中
学
校
と
城
辺
中

学
校
の
３
年
生
や
教
職
員
な
ど
41
名

が
「
国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所 

大

島
青
松
園
」（
高
松
市
）
を
訪
問
し
、

交
流
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
愛
媛
県
人
権
対
策
協

議
会
の
主
催
で
、
８
月
23
日（
土
）に

御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
「
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
事
前
学
習
会
と
し

て
実
施
さ
れ
、
現
地
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
施
設
入
所
者
と
の
交
流

を
通
じ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
正
し
い

理
解
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
学
習
会
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
の
こ

と
や
有
効
な
治
療
薬
が
な
か
っ
た
時

代
に
続
い
た
偏
見
・
差
別
、
人
権
侵

害
の
長
い
歴
史
に
つ
い
て
大
島
青
松

園
の
本
田
久ひ

さ

夫お

氏
と
磯
野
常じ

ょ
う
じ二
氏

（
と
も
に
愛
媛
県
人
会
）か
ら
体
験
談

を
聞
き
、
参
加
者
は
真
剣
に
耳
を
傾

け
ま
し
た
。
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平成26年度の各地域の行政協力員及び副行政協力員をお知らせします
■総務課から

地区名 行政協力員氏名

菊川第１ 輔　田　敏
とし

　行
ゆき

菊川第２ 桐　林　嘉
か

久
く

一
いち

菊川第３ 尾　﨑　光
みつ

　由
よし

菊川第４ ○西　川　忠
ただ

　男
お

平　山 ○小野山　浩
ひろ

　司
し

長　洲 長　岡　健
たけ

　道
みち

長　崎 ○北　倉　明
あき

　光
みつ

貝　塚 ○粟　野　好
よし

　晴
はる

八幡野 中　島　　　 充
みつる

本　町 岡　　　　　 勲
いさお

寺新町 三　好　睦
むつ

　人
ひと

栄　町 松　本　敏
とし

　秋
あき

地区名 行政協力員氏名

上　町 鷹　野　正
まさ

　志
し

馬　場 ○ 　本　久
ひさ

　典
のり

下永ノ岡 河　野　　　 晃
あきら

上永ノ岡 ○井　村　雅
まさ

　男
お

和口第１ 安　藤　勝
かつ

　利
とし

和口第２ ○坂　尾　英
えい

　治
じ

長月第１ 吉　村　隆
たか

　典
のり

長月第２ 森　口　道
みち

　信
のぶ

長月第３ 木　下　和
かず

　昭
あき

長月第４ ○髙　橋　純
じゅん

  一
いち

節　崎 ○倉　田　健
けん

　二
じ

馬　瀬 ○尾　﨑　憲
のり

　男
お

地区名 行政協力員氏名

深　泥 ○椙　山　　　 力
ちから

防城成川 椙　山　　　健
つよし

赤　水 ○中　田　雅
まさ

　信
のぶ

高　畑 岡　﨑　正
まさ

　仁
ひと

尻　貝 赤　﨑　　　 登
のぼる

奥の谷 濵　田　久
ひさ

　美
み

中の谷 木　村　健
けん

　一
いち

高　手 ○河　野　　　 永
ひさし

灘　前 松　本　紀
き み お

美男

左右水 中　尾　敏
とし

　克
かつ

猿　鳴 音　地　勇
いさ

　雄
お

地区名 行政協力員氏名

正　木 ○小　川　　　 正
ただし

増　田 ○武　田　　　 德
のぼる

小　山 ○東　峯　　　 章
あきら

地区名 行政協力員氏名

中　川 ○山　口　哲
てつ

　生
お

広　見 ○髙　田　守
もり

　久
ひさ

上大道 ○宮　下　敏
とし

　夫
お

地区名 行政協力員氏名

満　倉 ○森　岡　知
とも

　昭
あき

一本松 ○山　口　修
しゅう

  兒
じ

組　名 副行政協力員氏名

下組第一 田　村　利
とし

　明
あき

下組第二 岡　原　　　 猛
たけし

徳　田 木　本　吉
よし

　則
のり

宮　川 池　田　延
のぶ

　
しげ

本　村 田　村　　　 元
はじめ

御在所 山　本　龍
りゅう

  馬
ま

大駄場 岡　本　光
みつ

　夫
お

太　田 内　倉　長
ちょう

  
ぞう

亀之串 田　原　茂
しげ

　満
みつ

八人組 岡　﨑　稔
とし

　男
お

東中屋 尾　崎　正
まさ

　人
と

西中屋 田　原　幸
こう

　治
じ

東中組 寳　田　安
やす

　茂
しげ

中　組 岡　田　俊
しゅん

  一
いち

西中組 近　藤　一
かず

　弘
ひろ

内尾串第一 山　本　　　 武
たける

内尾串第二 岡　谷　健
たけ

　弘
ひろ

組　名 副行政協力員氏名

駄　場 尾　﨑　一
いっ

　平
ぺい

岡駄場 宮　岡　則
のり

　敏
とし

名　路 中　尾　嘉
よし

　男
お

向　山 吉　田　錦
きん

　也
や

久保江 沖　野　利
とし

　文
ふみ

東　一 清　水　
けん

　三
ぞう

東　二 松　本　勝
かつ

　利
とし

西　一 西　尾　志
し

　朗
ろう

西　二 磯　邉　健
けん

　次
じ

坪　浜 尾　﨑　　　 勲
いさお

西　組 和　泉　壽
ひさ

　男
お

東部第一 西　河　有
ゆう

　造
ぞう

 

東部第二 中　野　敏
とし

　宏
ひろ

南　部 中　井　　　 財
たから

西　部 保　田　和
かず

　文
ふみ

北　部 福　島　拓
たく

　嗣
じ

組　名 副行政協力員氏名

内尾串第三 廣　瀬　元
もと

　儀
よし

広　岡 豊　田　俊
とし

　弘
ひろ

平　畑 西　　　邦
くに

　彦
ひこ

中　串 池　田　征
まさ

　斗
と

東小山 門　田　　　 茂
しげる

本村第一 埜々下　正
まさ

  一
いち

本村第二 埜々下　義
よし

　久
ひさ

坂　石 西　山　　　 豊
ゆたか

新　田 宮　﨑　郁
いく

　夫
お

大　又 赤　岡　政
まさ

　典
のり

影　平 西　村　信
のぶ

　男
お

名　本 大　森　敏
とし

　生
お

奈　呂 都　築　久
ひさ

　一
かず

光　野 山　口　愼
しん

　一
いち

茶　堂 小　林　
けん

　市
いち

弓　張 楠　葉　　　 修
おさむ

古　宅 岡　原　洲
くに

　宏
ひろ

　行政協力員及び副行政協力員は、町と町民の皆様をつなぐパイプ役を担っています。
　（○は行政協力員、それ以外の方は副行政協力員です。）　

御荘地域

一本松地域
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地区名 行政協力員氏名

網　代 ○麥　田　　　 登
のぼる

魚神山 ○小　島　富
とみ

　一
かず

油　袋 ○那　須　英
えい

　治
じ

家　串 ○浅　野　　　 豊
ゆたか

平　碆 ○松　藤　清
きよ

　和
かず

須ノ川 ○宮　川　美
よし

　泉
みつ

柏　崎 ○橋　村　浅
あさ

　男
お

柏 ○宮　内　正
まさ

　喜
き

地区名 行政協力員氏名

越　田 濱　本　富
よし

　傳
ただ

弓　立 内　田　　　 勝
まさる

小　浦 ○中　田　　　 強
つよし

樫　月 清　水　牛
うし

　郎
ろう

船　越 橋　岡　濟
なり

　隆
たか

久　家 長　田　幸
ゆき

　雄
お

下久家 山　下　勇
ゆう

　造
ぞう

樽　見 清　水　辰
たつ

　夫
お

大成川 中　野　久
ひさ

　夫
お

小成川 小　川　一
かず

　男
お

福　浦 福　田　　　 久
ひさし

麦ヶ浦 幸　田　　　 均
ひとし

地区名 行政協力員氏名

武者泊 ○畑　部　又
また

　勝
かつ

外　泊 ○吉　田　万
ま

亀
き

登
のり

中　泊 吉　田　俊
とし

　廣
ひろ

内　泊 林　　　　　 仁
ひとし

地区名 行政協力員氏名

僧　都 ○森　本　　　 喬
きょう

山　出 ○赤　松　重
しげ

　厚
あつ

梶郷上 松　本　俊
とし

　充
みつ

梶郷下 増　田　　　 章
あきら

大道上 ○木　村　俊
しゅん

  介
すけ

大道下  　村　
たか

　之
ゆき

樫　床 都　築　　　 功
いさお

樋　口 谷　口　　　 功
いさお

西　柳 木　原　廣
ひろ

　重
しげ

岡 大　園　浩
ひろ

　敦
のぶ

中　緑 金　繁　　　章
ふみ

当　時 藤　時　昌
まさ

　治
はる

下　緑 谷　脇　幸
こう

　造
ぞう

左　谷 三　原　隆
たか

　司
し

駄　場 髙　平　龍
たつ

　宣
のぶ

豊　田 ○安　岡　昌
まさ

　彦
ひこ

豊田西住宅 山　本　剛
よし

　弘
ひろ

豊田東住宅 岡　原　純
すみ

　生
お

神　越 橘　　　八
や

四
し

郎
ろう

中の谷 西　口　勇
いさ

　男
お

鼻 ○西　本　繁
しげ

　夫
お

下長野 ○泉　　　久
ひさ

　志
し

地区名 行政協力員氏名

石井手 ○清　家　權
けん

　一
いち

伊勢町 ○増　田　　　 稔
みのる

矢の町１ 片　岡　年
とし

　秀
ひで

矢の町２ ○安　岡　英
ひで

　也
や

矢の町３ 増　本　茂
しげ

　樹
き

中町上 凝　地　郁
いく

　夫
お

中町下 ○山　本　清
きよ

　孝
たか

北　裡 ○坂　本　一
かず

　光
みつ

後　１ ○新　惠　忠
ただ

　吉
よし

後　２ 尾　原　修
しゅう

  一
いち

後　３ 前　田　敏
とし

　明
あき

清　水 ○菊　池　春
はる

　朗
あき

沖　１ 中　平　祥
しょう

  造
ぞう

沖　２ 井　村　浩
ひろ

　司
し

松　本 ○中　岡　泰
やす

　典
のり

久　保 水　本　真
まさ

　人
と

鳥　越 ○堀　　　友
とも

　一
いち

中　原 ○高　須　正
まさ

　文
ふみ

土　居 ○中　田　浩
こう

　司
じ

三島団地 ○廣　岡　憲
のり

　彰
あき

蓮乗寺 ○藤　森　公
きみ

　夫
お

脇　本 小　嶋　盾
じゅん

  二
じ

地区名 行政協力員氏名

中　玉 ○本　多　　　 寶
たから

大　浜  　　　一
かず

　男
お

柿ノ浦 前　田　　　 浩
ひろし

敦　盛 ○氏　家　親
ちか

　裕
ひろ

岩　水 ○宇　佐　總
そう

　一
いち

垣　内 ○濵　　　良
よし

　才
き

東　浜 西　口　健
けん

　三
ぞう

中　組 東　本　健
けん

太
た

郎
ろう

奥　前 ○中　平　英
ひで

　明
あき

西　浜 岩　井　英
ひで

　典
のり

鼻　前 山　﨑　能
よし

　子
こ

鯆　越 田　下　一
かず

　二
つぎ

古　月 ○間　口　信
のぶ

　昭
あき

日　土 土　居　矢
や

　次
つぎ

大寿浦 ○浦　川　憲
のり

　惠
よし

真　浦 幸　田　正
なお

　也
や

西真浦 本　多　計
かず

　清
きよ

新　浦 中　川　正
しょう

  三
みつ

西海地域

城辺地域

内海地域
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Ｈ25愛南グリーン・ツーリズムフェスタでの
愛南ゴールド（河内晩柑）生搾り体験の様子

委
員
を
公
募
し
ま
す

■
建
設
課
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

賛
助
会
員
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
次
の
と
お
り
「
愛
南
町
都
市
計
画

審
議
会
」
及
び
「
愛
南
町
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
」
の
委

員
を
公
募
し
ま
す
。
申
込
方
法
等
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

【
愛
南
町
都
市
計
画
審
議
会
委
員
】

職
務
の
内
容

愛
南
都
市
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給
あ
り
）

公
募
人
数

２
名（
委
員
定
数
12
名
）

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

応
募
資
格

町
内
在
住
で
、
都
市
計
画
に
興
味
の
あ
る
方

募
集
期
間

６
月
２
日（
月
）〜
20
日（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
建
設
課 

℡
７
２
―

７
３
１
３

い
。
な
お
、
ほ
か
の
委
員
会
等
の
委

員
を
２
以
上
兼
務
し
て
い
る
方
は
、

応
募
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

18
年
度
に
「
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
（
愛
南
Ｇ
Ｔ
）
」

を
設
立
し
、
都
市
住
民
（
消
費
者
）
と

農
山
漁
村
（
生
産
者
・
提
供
者
）
と
の

交
流
に
よ
っ
て
、
本
町
の
豊
か
な
農

水
産
品
の
消
費
拡
大
や
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
第
一
次
産
業
の
振
興
を
め

ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
新
た
に
、
豊
か
な
自
然
環

境
に
育
ま
れ
た
「
愛
南
の
う
ま
い
も

ん
」
を
中
心
と
し
た
愛
南
の
宝
を
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
愛
南
Ｇ
Ｔ

の
取
組
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
個
人

又
は
団
体
の
方
々
で
構
成
す
る
「
賛

助
会
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

　
今
後
、
こ
の
賛
助
会
員
の
皆
様
の

ご
支
援
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
事
業

を
展
開
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

【
賛
助
会
員
に
な
る
と
…
】

①
愛
南
Ｇ
Ｔ
の
主
催
行
事
や
参
加
イ

ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
会
員
割
引
や

会
員
優
先
の
特
典
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

②
愛
南
Ｇ
Ｔ
の
活
動
内
容
が
分
か
る

資
料
や
総
会
資
料
等
を
お
送
り
し

ま
す
。

【
入
会
金
に
つ
い
て（
年
会
費
）】

　
個
人
の
場
合
は
一
口
１
，
０
０
０

円
以
上
、
団
体
の
場
合
は
一
口
５
，

０
０
０
円
以
上
で
す
。

問
合
せ

　

　
愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

　
推
進
協
議
会
事
務
局

　（
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
℡
７
２
―

７
３
１
１

【
愛
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員
】

職
務
の
内
容

セ
ン
タ
ー
の
運
営
及
び
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

地
域
包
括
ケ
ア
に
関
す
る
こ
と
。

報
酬
等
の
条
件

日
額
７
，０
０
０
円（
交
通
費
支
給
あ
り
）

公
募
人
数

２
名（
委
員
定
数
10
名
）

任
期

委
嘱
の
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日

応
募
資
格

町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方

（
介
護
保
険
１
号
又
は
２
号
被
保
険
者
の
方
）

募
集
期
間

６
月
５
日（
木
）〜
18
日（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  

℡
７
２
―

７
３
２
５
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児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内

■
保
健
福
祉
課
か
ら

愛
南
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
「
柑
橘
収
穫
・
生
搾
り
体
験
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

■
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
公
開
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

■
国
保
一
本
松
病
院
か
ら

狩
猟
免
許
取
得
補
助
金
を
支
給
し
ま
す

■
農
林
課
か
ら

　
愛
南
町
で
は
、
農
林
産
物
等
へ
の

被
害
の
減
少
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
第
１
種
銃
猟
免
許
又
は
第
２

種
銃
猟
免
許
を
取
得
し
た
方
に
補
助

金
を
支
給
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

（
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
）

・
新
た
に
第
１
種
銃
猟
免
許
又
は
第

２
種
銃
猟
免
許
を
取
得
し
た
方

※
更
新
は
除
き
ま
す
。

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
南
宇
和
猟
友
会
に
入
会
す
る
予
定

で
、
町
内
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
従
事

す
る
こ
と
を
誓
約
で
き
る
方

補
助
金
の
額

　
第
１
種
銃
猟
免
許
又
は
第
２
種
銃

猟
免
許
を
取
得
し
た
際
に
要
し
た
手

数
料
等
及
び
狩
猟
登
録
に
係
る
経
費

問
合
せ  

農
林
課 

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
児
童
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
申

請
が
必
要
で
す
。

【
児
童
手
当
制
度
の
仕
組
み
】

　
児
童
手
当
は
、
15
歳
到
達
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
（
中
学
校
修
了
前
の
児
童
）
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
児

童
を
養
育
す
る
家
計
の
主
た
る
生
計

維
持
者
が
申
請
し
、
住
所
地
の
市
区

町
村
長
（
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
）
の

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
申
請

し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
原
則
と
し
て
、
毎
年
２
月
、
６
月
、

10
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
毎
年
６
月
１
日
か
ら
30

日
（
土
、
日
、
祝
日
の
場
合
は
そ
の

前
日
）
の
間
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は

毎
年
６
月
１
日
に
お
け
る
状
況
を
届

け
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
６
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
現
在
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
に
は
、
個
別
に
現
況
届
の
通
知

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、通
知
に
記
さ
れ

た
場
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ

　

　
保
健
福
祉
課
　
℡
７
２
―

１
２
１
２

　
ご
家
族
・
ご
友
人
な
ど

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
14
日（
土
）

　
　   

10
時
〜（
雨
天
中
止
）

場
所
　
愛
南
町
緑
乙

定
員
　
10
名（
先
着
順
）

参
加
費
　
１
人
　

　
　
　
　
１
，０
０
０
円

　  

（
持
ち
帰
り
は
別
途
）

申
込
締
切
　
６
月
11
日（
水
）

申
込
み
・
問
合
せ 

　
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
７
２
―

７
３
１
１

　
公
益
社
団
法
人 

愛
媛
県
理
学
療

法
士
会
の
主
催
に
よ
り
「
介
護
予
防

で
元
気
を
呼
ぼ
う
」
と
題
し
た
リ
ハ

ビ
リ
に
関
す
る
公
開
講
座
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
７
月
13
日（
日
） 

　
　
　
13
時
〜
15
時
30
分

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
大
研
修
室

講
師

　
中
田
亮

り
ょ
う
す
け
輔
氏

　（
松
山
市
民
病
院 

理
学
療
法
士
）

　
定
松
修

し
ゅ
う
い
ち
一
氏

　（
松
山
赤
十
字
病
院 

理
学
療
法
士
）

内
容

　
脚
力
や
握
力
な
ど
の
体
力
測
定
、

転
ば
な
い
体
づ
く
り
の
た
め
の
運
動

に
関
す
る
講
演
や
実
技
、
理
学
療
法

士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
相
談
、
福
祉
用

具
の
展
示

問
合
せ 

　
国
保
一
本
松
病
院  

リ
ハ
ビ
リ
科

 

℡
８
４
―

２
２
５
５
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詳しくは、社会福祉協議会
本所（℡70－1251）までお
問い合わせください。

　無料で弁護士と民生児童

委員が相談をお受けしま

す。※1回の相談人数は8人

までで事前予約が必要で

す。定員に達した場合は受

付を終了します。

　７月８日（火）14時～16時

　御荘老人福祉センター

福祉法律相談

　無料で民生児童委員２名

が日常生活でかかえる心配

ごとの相談をお受けします。

　６月１４日（土）・２５日（水）

　14時～16時

　御荘老人福祉センター

心配ごと相談所
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新
手
続
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
民
課
か
ら

農
業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

■
高
齢
者
支
援
課
か
ら

　
次
の
各
医
療
費
受
給
者
証
の
更
新

に
つ
い
て
、
対
象
者
に
は
更
新
申
請

書
を
郵
送
し
ま
す
。
期
間
内
に
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
期
間
は
、
い
ず
れ
も
６
月
19

日
（
木
）
〜
27
日
（
金
）
で
、
町
民
課
又

は
各
支
所
で
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

【
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
物

　
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交
付

中
の
母
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
、

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
在
学
証
明

書
、
送
付
の
更
新
申
請
書

※
前
年
の
所
得
に
対
し
所
得
税
が
課

税
の
場
合
、
母
子
医
療
は
該
当
に
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
所
得
税
の
判

定
は
年
少
扶
養
控
除
廃
止
前
の
規
定

に
よ
っ
て
再
計
算
す
る
た
め
、
源
泉

徴
収
票
等
で
課
税
で
あ
る
方
も
該
当

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
該
当
と
な
り
ま
す
が
、
受
給
者

証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
更
新
手
続

き
で
な
く
新
た
に
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
収
入
や
控
除
に
増
減

が
あ
っ
た
方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
】

持
参
物

　
印
鑑
、
健
康
保
険
証
、
現
在
交
付

中
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給

者
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手

帳
、
送
付
の
更
新
申
請
書

問
合
せ

　

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

　
７
月
19
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

愛
南
町
農
業
委
員
会
委
員
が
改
選
さ

れ
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
地
等
の
利

用
関
係
の
調
整
や
遊
休
農
地
の
解

消
等
を
総
合
的
に
解
決
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
農
業
者
等
の
代
表

で
構
成
さ
れ
る
行
政
委
員
会
で
す
。

そ
の
委
員
は
、
直
接
農
業
者
か
ら
選

挙
さ
れ
る
委
員
と
一
定
の
要
件
を
備

え
た
農
業
協
同
組
合
等
が
そ
れ
ぞ
れ

推
薦
し
町
長
が
選
任
す
る
委
員
か

ら
な
り
、
そ
の
任
期
は
３
年
と
な
り

ま
す
。
選
挙
に
よ
る
委
員
に
つ
い
て

の
選
挙
権
者
及
び
被
選
挙
権
者
は
農

業
者
等
（
耕
作
面
積
等
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。）
で
満
20
歳
以
上
の
方
と
な

り
、
そ
の
選
挙
人
名
簿
は
申
請
に
基

づ
い
て
調
製
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

（
℡
７
２
―

１
２
１
１
）
又
は
農
業
委

員
会
（
℡
７
２
―

７
３
１
１
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
は
、

独
居
高
齢
者
等
に
緊
急
通
報
装
置
を

貸
与
し
、
緊
急
事
態
発
生
時
に
お
け

る
迅
速
か
つ
正
確
な
救
援
体
制
を
と

る
こ
と
に
よ
り
、
日
常
生
活
の
不
安

の
解
消
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

対
象
者
　
独
居
高
齢
者
及
び
高
齢
者

の
み
の
世
帯
で
緊
急
時
に
お
け
る
通

報
手
段
の
確
保
が
困
難
な
方

利
用
者
負
担
額
　
取
付
け
は
無
料
で

す
が
、
電
話
回
線
の
通
信
料
と
し
て

月
３
０
０
円
程
度
が
必
要
で
す
。

事
業
内
容
　
緊
急
通
報
受
信
時
や
ラ

イ
フ
リ
ズ
ム
警
報
受
信
時
に
お
け
る

対
応
（
警
備
会
社
に
よ
る
訪
問
や
電

話
確
認
な
ど
）を
行
い
ま
す
。

※
ご
利
用
希
望
の
あ
る
場
合
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　
高
齢
者
支
援
課

　
℡
７
２
―

７
３
２
５
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国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て

■
町
民
課
か
ら

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
調
査
研
究
発
表
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

■
生
涯
学
習
課
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な
い
と

き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な
場

合
、
保
険
料
の
免
除
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
保
険
料
を
未
納
の

ま
ま
に
し
て
お
く
と
、「
も
し
も
」
の

と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　
申
請
免
除
制
度
に
は
、
全
額
免
除

と
保
険
料
の
一
部
を
納
付
し
残
り
の

保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
一
部
免
除
が

あ
り
ま
す
。
一
部
免
除
に
は
、
４
分

の
１
免
除
、
半
額
免
除
、
４
分
の
３

免
除
の
３
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前
年

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

全
額
免
除
又
は
一
部
免
除
が
承
認
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
退
職
（
失
業
）
を
理
由
と
し

た
特
例
免
除
制
度
は
、
申
請
す
る
年

度
又
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失

業
）
の
事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と

な
り
、
失
業
さ
れ
た
方
の
所
得
を
除

外
し
て
免
除
の
審
査
を
行
い
ま
す
。

特
例
免
除
の
場
合
は
、
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の

写
し
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
、
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
・
配
偶

者
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

【
免
除
等
申
請
の
サ
イ
ク
ル
】

　
免
除
等
は
申
請
日
に
か
か
わ
ら
ず
、

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の
期
間
を

対
象
と
し
て
審
査
し
ま
す
。
申
請
は

原
則
と
し
て
毎
年
必
要
で
す
の
で
、

承
認
期
間
（
〜
６
月
）
が
終
了
し
た
後

も
引
き
続
き
免
除
を
希
望
す
る
場
合

（
継
続
審
査
対
象
者
以
外
）
は
、
改
め

て
７
月
以
降
に
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か
月
前
の

月
分
ま
で
免
除
申
請
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
国
民
年
金
課

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
３
４
４

　
町
民
課 

℡
７
２
―

７
３
０
０

  

税
務
課
等
か
ら

６
月
納
税
等
の
お
知
ら
せ

町

県

民

税

1期分/

4期分

国

民

健

康

保

険

税

1期分/

10期分

介

護

保

険

税

保

育

所

保

育

料

月末

下

水

道

使

用

料

　
町
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
は
、
ま
ず

督
促
状
に
よ
っ
て
納
税
を
促
し
て
い
ま

す
。
町
税
を
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
本
来
、
納
め

る
べ
き
税
額
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。

❶
町
税
等
、
住
宅
使
用
料
、
住
宅
共
益
費
、
駐

車
場
使
用
料
は
、
毎
月
、
当
月
分
が
月
末

に
振
替
と
な
り
ま
す
。

❷
上
水
道
使
用
料
・
簡
易
水
道
使
用
料
の

振
替
日
は
毎
月
21
日
、
再
振
替
日
は
翌

月
の
10
日
で
す
。

※
該
当
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
日
と
な
り
ま

す
。

今
月
の
社
会
保
険
・

　
年
金
一
日
相
談
（
予
約
制
）

 

○
６
月
17
日（
火
）

　 

10
時
〜
15
時
30
分

　 

（
城
辺
商
工
会
館
２
階
）

問
合
せ

　
宇
和
島
年
金
事
務
所

　
お
客
様
相
談
室

　
℡
０
８
９
５
―

２
２
―

５
５
６
９

電
話
受
付
対
応
時
間

　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
平
成
25
年
度
に
愛
媛
県
教
育
委
員

会
と
連
携
・
協
働
し
、
昭
和
30
〜
40

年
代
の
愛
南
町
の
人
々
の
く
ら
し
や

産
業
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
学
」
の
成
果
を
普

及
す
る
た
め
に
、
調
査
研
究
発
表
会

を
開
催
し
ま
す
。
愛
南
町
の
歴
史
や

文
化
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
６
月
14
日（
土
） 

　
　
　
10
時
〜
12
時

場
所
　
御
荘
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
無
料

申
込
方
法
　

　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
℻
７
３
―

１
１

１
３
）
で
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ  

　
生
涯
学
習
課 

℡
７
３
―

１
１
１
１


